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提供できる技術

ナノカーボン材料の開発支援฀構造・特性評価支援

応用分野等

検討中のカーボンナノポット応用例฀ガス検知素子、電池電

極材料、複合材料、ドラッグデリバリーなど฀

特許

「ナノカーボン材料の製造装置及びその製造方法」฀特許第

5428066号฀2013.12.13.

ナノカーボン材料の開発とその応用

研究内容

●ナノカーボン物質の合成法と新規ナノ構造物質の開発ナノカーボン物質の合成法と新規ナノ構造物質の開発

炭素は一重結合から三重結合までのさまざまな結合形態を取って、幅広くしかも構造によっては既存物質を凌駕する機能を発現でき

る。独自に開発した液面下化学気相合成法฀サブマリン式基板加熱法฀では急峻な温度勾配中でナノカーボン物質の合成が可能であり、

2014年には新規のつぼ型ナノ物質「カーボンナノポット」の創製に成功した。カーボンナノポットには奥深い有底メソ孔と偏在密集し

たグラフェン端を持つなどの特徴があるため、それを活かして医療やエネルギー、環境などのさまざまな分野への応用に取り組んでい

る。

 

●第一原理計算によるナノカーボン物質の構造と物性発現機構の解明第一原理計算によるナノカーボン物質の構造と物性発現機構の解明

ナノカーボン物質はナノ構造の違いによって、電気・磁気・光学・化学・力学的に興味深い性質を発現する。その構造を特定して、物

性発現のメカニズムを解明するために第一原理計算によるシミュレーションを活用している。これまでに、光還元により酸化グラフェ

ンが磁性を持ち、新たな光吸収を示すことが共通のエネルギー構造変化に起因していることを明らかにした。また、ケルビン・フォー

ス・プローブ顕微鏡により見出されたカーボンナノポットの表面電位変調の起源解明においても第一原理計算を活用している。

キーワード

ナノ物質   非平衡場合成   シミュレーション   構造・特性評価  
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